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影響を及ぼした 19 世紀後半から 20 世紀中頃にかけて興隆した「芸術教育運動」、および、









（Lehrevereinigung für die Pflege der künstlerischen Bildung in Hamburg）で明確な運動として組






























帰結として同年 11 月１日にドイツ体操連合が設立された 15）。ドイツ体操連合は、体操に関
する会議や実技講習会をはじめとする諸事業を頻繁に開催し、また広報活動の基幹事業と
して機関誌『ジムナスティック』（GYMNASTIK）を発行するなど、体操の普及・促進・保





た「ドイツトゥルネン・スポーツ・体操教員帝国同盟」（Reichsverband Deutscher Turn-,Sport-und 
Gymnastiklehrer im NS-Lehrerbund）の専門団体「体操とダンス」（Gymnastik und Tanz）に併








































































































































































2004 年に発行されたコルヴェの『新しい人間』49）は、1900 年代から 1930 年代にかけて、
裸体文化、リズム的体操、ヨーガ、ボディービルに関わるドイツの身体文化に着目し、こ
れらが健康や体力の維持・向上を目的とした運動として現代の体育に引き継がれているこ


































































































































あるハーゼンハイデ（Hasenheide）に体育場が開設された 1811 年 7 月に遡る。そこで、プ









































の後に足を使って跳躍したりした。この運動は、「櫓から網への跳躍」（der Sprung vom 







（Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 

















































槍投げには、2.25m から 2.50m の長さの槍を固定された的に向かって投げた。 
４．格闘（Das Ringen） 





    いかなる運動であったかは、明らかにされていない。 
６．あん馬（Das Schwingen） 
    １m、1.25m、1.6m の高さのあん馬が 3 台設置された。それらは、角を丸く滑らか
にした短い樹幹で作られており、足が付いていた。 
７．登攀（Klettern） 




































（Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 




８．水平棒（Das Turnen am Reck） 







ら好評を博し、実に 132 種類の運動が考案された（図－３参照）。 
 
 
図－３．水平棒でのトゥルネン（Das Turnen am Reck） 
（Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 






















1913 年３月に勃発したフランスとの解放戦争（1813 年３月 17 日－1814 年３月 31 日）に
よる勝利に勢いを得て、ハーゼンハイデと同様のトゥルネン場の開設が相次ぐと、トゥル


































     高跳びは、踝、ふくらはぎ、膝から、鼻、目、額、頭頂などの 14 種類の異なっ
た身体部位に向けた跳躍方法が提示された。それにより跳躍の計測が可能となる。
ヤーンによれば、高跳びには活気と跳躍する人間の個性が表出されるという。 
   （２）幅跳び 




     垂直に地面から跳び放つ。反動を付けずに 15 ㎝から 23 ㎝の足の設置部から跳








































（Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.209 より転載） 
 
７．投擲（Werfen） 
     ヤーンとアイゼレンは、幅広い投運動の種類を列挙した 
    ・ライフル、石弓、弓、槍で撃つ 
    ・的のある１ポンドから３ポンドの砲丸投げ 
    ・距離を競う６ポンドから 24 ポンドの砲丸投げ 
    ・小石、ボールを手で投げる 
    ・固い地面上に投運動であえて衝撃を与える 
    ・平たい石、木片、かけらを水面にかすめて飛ばす 
８．伸展（Strecken） 

















騎士と市民（das Ritter- und Bürgerspiel） 
狩猟遊戯（das Jagdspiel oder die Jagd） 
突撃遊戯（das Strümen oder der Sturmlauf） 










































































































































































た 39）。1817 年にも、ベルリンにおいてパリ占領記念日にあたる３月 31 日と諸国民解放戦争
の戦勝記念日の 10 月 18 日にトゥルネン祭が開催された。トゥルネン祭は次第にベルリン
以外の地域にも拡大し、リグミッツで 1818 年 8 月にフランスにたいするシュレージェン軍
の勝利を記念し、また、同年にはエルフルトで国王の誕生日を記念したトゥルネン祭が開


























ヤーンとトゥルネンにたいする不信感が広がる決定的な契機となったのは、1817 年 10 月
















として弾圧しはじめ 46）、最終的にプロイセン政府は 1819年３月 15日の文部省通達により、
正規の学校教育外でのトゥルネンの活動禁止を決定した 47）。そこから間もない３月 23 日に
トゥルネンと密接な関係にあった学生ザント（Karl Ludwig Sand,1795 年-1820 年）が、保守
主義者として知られていた文筆家で、ロシアの国家顧問を担当していたコッチェブー

















マスマン（Hans Ferdinand Maßmann,1797 年-1874 年）であり、他方の中心人物が教育機関と
の連携に基づく合法的な活動を展開しようとしたアイゼレン（Ernst Willhelm Bernhard 
32 
 




























るようになった。そのなかでコッホ（Karl Friedrich Koch, 1802 年-1871 年）は、1830 年に著
書『食養生法と心理学の観点からの体操』（Die Gymnastik aus dem Gesichtspunkt der Diätetik 
33 
 
und Psychologie）、シュレージエンの医師ロリンザ （ーCarl Ignatius Lorinser, 1796 年-1853 年）

































Spieß, 1810 年-1858 年）であった。かねてからヤーンのトゥルネンの熱心な信奉者であった
シュピースは、1842 年に自らのトゥルネン再建構想の見解である「国民教育への体育導入















































































































   方向：蛇行前方・後方・左右・斜め前方・斜め後方  












   支持脚でない足の引き付けと伸展 
   支持脚でない足の上下動と叩き 
７．膝の運動による走行 



































































































































（２）歩行速度（Schrittzeit）→最も習慣的な歩行速度は、１分間に 80 歩である。 
    早足（Schnellschritt）―１分間に 100 歩、120 歩、140 歩、160 歩―。 





















1842 年にプロイセン政府へ提案した「国民教育への体育導入案」（Gedanken über die 

















































































































































































（Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 









音楽：“トランペットで何を吹き鳴らすか（Was blasen die Trompeten）” 





    Ⅰ列目とⅢ列目は４ステップ前へ、４ステップ後ろへ、Ⅱ列目とⅣ列目は同時に
その場で８ステップ足踏みを行う。 
２．“あっという間に元帥は騎乗する” 
    Ⅱ列目とⅣ列目は４ステップ前へ、４ステップ後ろへ、Ⅰ列目とⅢ列目はその場
で８ステップ足踏みを行う。 
３．“彼は、彼の勇気ある馬に楽しげに騎乗する” 







    Ⅰ列目とⅢ列目は、４ステップ前へ、４ステップ後ろへ、Ⅱ列目とⅣ列目はその
場で８ステップ行う。 
５．“ヤッホー！プロイセン（ドイツ）はここだ” 
    Ⅱ列目とⅣ列目は、４ステップ前へ、４ステップ後ろへ、Ⅰ列目とⅢ列目はその
場で８ステップ行う。 
６．“プロイセン（ドイツ）は陽気だ。プロイセンはヤッホー！と歓呼をあげる” 
    ６名の列は、図 c のように道しるべに相応して、すなわち、1/4 回転で向かい合っ
て歩み寄り、左に通り抜けて、配置に向けて戻る（6 ステップで）。そこで、手を






































































































































































































れる「文化批判運動」（Bildungskritik）であり、ラガルデ（Paul de Lagarde,1827 年-1891 年）、
ニーチェ（Friedrich Wilhelm Nietsche,1844 年-1900 年）、ラングベーン（Julius Langbehn,1851
年-1907 年）を代表的な担い手としていた。ラガルデは『ドイツ論集』（Deutsche Schriften,1878
年-1881 年）、ニーチェは『反時代的考察』（Unzeitgemäße Betrachtungen,1873 年-1876 年）、



























































Lange, 1855 年-1921 年）、リヒトヴァルク（Alfred Lichtwark, 1852 年-1914 年）13）により、集
会とドイツ語で同名の「ハンブルクにおける芸術教育保護の為の教員連合」












（２）第１回（1901 年）第２回（1903 年）芸術教育会議 

















第２回芸術教育会議は、1903 年 10 月９日から 11 日までの間、「母国語と詩」（Sprache und 
Dichtung）をテーマにワイマールで開催され、第１回芸術教育会議と同様に政府機関の関係









































第３項 第３回芸術教育会議（1905 年） 
（１）プログラム構成 



























表－１．第 3 回芸術教育会議準備委員会メンバー 
 








 R.バース  教授：ハンブルク
 A.リヒトヴァルク  ハンブルク美術館長：ハンブルク
 O.エルンスト  Gr.Flottbeck：ハンブルク
 K.ミュラー  トゥルネン視察官：アルトナ
 M.フィードラー  音楽学校長：ハンブルク
 A.ニキシュ  ケヴァントハウスコンサート指揮者：ライプツィヒ
 C.フライシュレン  ベルリン
 L.パラート  教授：ベルリン－ハーレンゼー
 H.フリッケ  学校視察官：ハンブルク
 D.リュール  ドイツトゥルネン連盟役員・地方視学官：シュテッティーン
 C.ゲッツェ  芸術的教養育成に向けた教員協会理事長：ハンブルク
 G.ザルヴュルク  枢密顧問官：カールスルーエ
 H.ハーン  ドイツトゥルネン連盟代理理事長：ハンブルク
 P.シャルヴェンカ  王室教授・王室芸術アカデミー構成員：ベルリン
 P.イエッセン  王室美術工芸博物館図書館長：ベルリン
 E.T.G.シェンケンドルフ  州議会議員：ゲルリッツ
 J.ヨアヒム  王室楽団指揮者・王室音楽高等学校長：ベルリン
 F.A.シュミット  衛生評議員：ボン
 L. カルクロイス  王室芸術アカデミー長：シュトゥットガルト
 P.シュルツェ  教授：ナウムルブルク・ザーレック
 G.ケルシェンシュタイナー  第２回芸術教育会議理事長：ミュンヘン
 W.ザイドリッツ  枢密顧問官・第１回芸術教育会議理事長：ドレスデン
 W.ヴュムバッハ  演習・音楽教員：ハンブルク
 J.シュペンゲル  王室音楽局長：ハンブルク
 P.クルムブホルツ  参事官・視学官：ワイマール
 F.シュタインバッハ  総合音楽局長・地方音楽局長・ケルン音楽学校長：ケルン
 H.ヴォルガスト  教頭：ハンブルク
 K.ランゲ  大学教授：チュービンゲン
 R.レーマン  教授：ベルリン

















午前 　9:00- 1  音楽と体操  A・リヒトヴァーグ:ハンブルク
2  家庭での音楽育成  R・バトカ:プラハ
3  芸術的な感覚に向けた教育手段としての唱歌  H・ ヨハンセン:キール
4  コンサートとオペラにおける青少年  R・バース:ハンブルク





午前 　9:00- 1  体育による身体美  F.A.シュミット:ボン
2  徒手体操と手具体操におけるトゥルネン  ディーボウ:ベルリン
3  遊戯と国民的な運動  J・シュパールビアー:ハンブルク
4  学校の水泳授業  H.フリッケ:ハンブルク
5  ダンス  G・フーフス:ミュンヘン
午後 15:00-16:00  男子校と女子校での公開水泳授業　場所：リューベックエアトアー公営プール
1905年10月15日日曜日
３日目 タイムスケジュール
午前 　8:30-10:15  公開遊戯披露
 場所：ハイリゲン－ガイストフェルデス児童公園
   タンバリンバルとファウストバル、ラウンダーズ、陣取り
　10:30-11:00  場所：ハンブルクトゥルネン連盟のSt.パウリ体育館
  走・跳・投による国民的な運動
　11:30-13:00  公開講演　場所：コンサートホール『ハンブルク』St.Pauli 担当者名：勤務地
1  音楽的な文化  R・バトカ:プラハ
2  美学的な教育における体育の意義  K・ミュラー:アルトナ
3  我々の芸術教育会議  C・ゲッツェ:ハンブルク








































































































































































































ケイの弟子であるジュヌヴィエーヴ・ステバンス（Genevieve Stebbins,1857 年-不明）が 1902









（Hilker,F. (1926) Vomsinn unserer Arbeit. GYMNASTIK5/6:S.70-81.より転載） 
 
（２）カルマイヤー 
カルマイヤー（Hedwig Kallmeyer-Simon,1884 年-1948 年）は、俳優や歌手を養成するため
の表出体操の基礎を築いたデルサルトの流れを汲むステバンスに師事し、体操体系を学ん












（Hilker,F.（1928）Reine Gymnastik. Hesse, Berlin, S.32.より転載） 
 
１．調和的な姿勢の法則（Das Gesetz der Harmonischen Stellung） 
  体の重心を自然の状態に置くことにより、強健な身体を優雅に導く法則。 
２．反運動の法則（Das Gesetz der Gegenbewegung） 
  四肢の自由な動作により、多種多様な姿勢を導く法則。 
３．運動系列の法則（Das Gesetz der Folge der Bewegungen） 








































（Pallat,L./Hilker,F.（1926）Künstliche Körperschulung. Breslau より転載） 
 
（４）ローエランド 



















（Hilker,F.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes.  








































































































（Das Gesetz der Totalität mit dem Übertragungsprinzip）②動きにおける緊張と解禁の交互作用
の原則、および、運動経過の三相性の理論（Das Gesetzdes rhythmischen Wechsels von Spannung 
78 
 
und Entspannung in der Bewegung und die Lehre von der Dreiphasigkeit des Bewegungsablauf）③
経済性の原則とリズムの恒常性の理論（Das Gesetz der Ökonomie und die Lehre von der 


















































































































































































イツ体操連合設立の契機となった 1922 年の芸術体操会議（Tagung für künsterische 
Körperschulung）で主体的な役割を果たしたのは、「ベルリン中央教育研究所」（Das 
















長を務めるヒルカ （ーFranz Hilker, 1881 年-1969 年）103）であった。徹底的学校改革者同盟は、















 ベルリン中央教育研究所は 1921 年 10 月から 1922 年６月にかけて、体操教員、体操指導
者、保育士を対象として、ダンカン学校で実践されている芸術的な身体訓練を中心内容と





第２項 芸術体操会議（1922 年） 
（１）プログラム構成と内容 






育委員会」（Deutscher Reichausschuß für Leibesübungen）と「スポーツ・体育中央委員会」











（Harte, E.（1922）Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin. 













（a）ジャック・ダルクローズ学校：Frl.Charlotte Pfeffer（Berlin）と Dr.Ernst Ferand-Freund
（Hellerau） 
 ジャック・ダルクローズ学校の代表者であるフェッファー（Charlotte Pfeffer,1881 年-1990
年）とフロインド（Ernst Ferand-Freund,1887 年-1972 年）は、同校が音楽専門の教育機関で
あることを言及し、主に表現活動に関わる練習を以下の４段階に区分して実施した 112）。 
 
タイムスケジュール 会議形態 会議内容 担当者名
シャルロッテ・フェッファー（ベルリン）/
 エルンスト・フェランド（ヘレラウ）
 11:30-13:30 授業実践  メンゼンディーク  ヘドヴィッヒ・ハーゲマン（ハンブルグ）
 16:00-18:00 授業実践  ルドルフ フォン ラバン  ルドルフ・フォン・ラバン（ミュンヘン）
 19:30-20:30 講演  生命の中のリズム  ロベルト・フリース
タイムスケジュール 会議形態 会議内容 担当者名
  9:00-11:00 授業実践  ローエランド  L・ランガード（フルダ）
 11:30-13:30 授業実践  ルドルフ　ボーデ  ルドルフ・ボーデ（ミュンヘン）
 16:00-18:00 授業実践  エリザベス・ダンカン学校  マックス・メルツ（ポツダム）
 19:30-20:30 講演  芸術的な身体訓練のための音楽の意義  パウル・ベッカー（フランクフルト）
タイムスケジュール 会議形態 会議内容 担当者名
  9:00-10:00 講演  芸術的な身体訓練のための生理学的意義  フランツ・キルヒベルグ
 10:00- 講演  呼吸の意義  クララ・シュラフホルスト
 11:30- 講演  子どもの身体教育  マックス・テップ
 16:00- 講演  運動遊戯と学校劇場  マルティン・ルゼルケ

























（b）メンゼンディークシステム：Frau Hedwig Hagemann（Hamburg） 






































































































































































第３項 「体操のための本部事務局」の設置（1925 年） 
 「体操のための本部事務局」は、1925 年３月 26 日にベルリンに設立された。この事務局
設立の契機となったのは、1922 年の芸術体操会議であるが、直接的なきっかけは、1925 年







































（Hilker, F.（1933 ）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes. 


































































































第３章 ドイツ体操連合の設立と活動内容の実際（1925 年-1933 年） 
   
新体操促進運動は、音楽と体操をテーマにした 1905 年の第３回芸術教育会議で胎動し、
1922 年の芸術体操会議を契機に、明確な組織的運動として実体化していく。体操諸流派で









 第１項 ドイツ体操連合の設立目的 
1922 年の芸術体操会議から 1925 年の初頭までの間、体操諸流派の学校は、それぞれ単独
で活動していたが、1925 年 3 月 26 日に体操のための本部事務局が立ち上がると、これを母



















































































































































































































表－５．ドイツ体操連合理事一覧（1926 年-1933 年） 
 
（F,Hilker.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes 




















氏名 ギンドラー グラー カルマイヤー メダウ メンツラー ロスト シュミッツ
体操流派系 ギンドラー系 メンゼンディーク系 カルマイヤー系 ボーデ系 メンツラー系 ローエランド系 ラバン系
氏名 ギンドラー グラー ハーゲマン ヒルシュラー カルマイヤー ランガード メダウ メンツラー ゼンフ スネル
体操流派系 ギンドラー系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 カルマイヤー系 ローエランド系 ボーデ系 メンツラー系 メンツラー系 不明
氏名 ギンドラー グラー ハーゲマン ヘアーマン ヒルシュラー カルマイヤー ランガード メダウ メンツラー シュミッツ ゼンフ スネル
体操流派系 ギンドラー系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 ヘアーマン系 メンゼンディーク系 カルマイヤー系 ローエランド系 ボーデ系 メンツラー系 ラバン系 メンツラー系 不明
氏名 ギンドラー ギュンター ハーゲマン ヒルシュラー カルマイヤー ランガード メダウ メンツラー ゼンフ シュミッツ
体操流派系 ギンドラー系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 カルマイヤー系 ローエランド系 ボーデ系 メンツラー系 メンツラー系 ラバン系
氏名 ボーデ ギンドラー ギュンター ハーゲマン ホランダー カルマイヤー ランガード メダウ メンツラー ゼンフ シュミッツ
体操流派系 ボーデ系 ギンドラー系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 ギンドラー系 カルマイヤー系 ローエランド系 ボーデ系 メンツラー系 メンツラー系 ラバン系
氏名 ギンドラー ギュンター ハーゲマン ホランダー カルマイヤー ランガード メダウ メンツラー ゼンフ シュミッツ
体操流派系 ギンドラー系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 ギンドラー系 カルマイヤー系 ローエランド系 ボーデ系 メンツラー系 メンツラー系 ラバン系
氏名 ギンドラー ギュンター ハーゲマン ホランダー カルマイヤー ランガード メダウ メンツラー ゼンフ シュミッツ
体操流派系 ギンドラー系 メンゼンディーク系 メンゼンディーク系 ギンドラー系 カルマイヤー系 ローエランド系 ボーデ系 メンツラー系 メンツラー系 ラバン系
氏名 ギンドラー ギュンター ハーゲマン ホランダー カルマイヤー ランガード マルムベルグ メダウ メンツラー リュスニック ゼンフ シュミッツ






















































































 表－６にドイツ体操連合の会員数の推移をまとめた。創設時に 56 名であった会員数は、






（Hilker,F.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes Aus den Ereignissen der 
Jahre1925-1933. GYMNASTIK11/12:S.166-168 より作成） 
 




載されている 15）。ドイツ体操連合は、失業者のための無料体操コースを 1930 年 11 月から
1931 年３月まで開設したが 16）、これが功を奏することはなく、1932 年には多くの体操教員



























（Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1929）Hauptversammlung des Deutschen Gymnastik-Bundes am 






























（Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1929）Hauptversammlung des Deutschen Gymnastik-Bundes am 
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（Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）Ausbildungsstätten des Deutschen Gymnastik-Bundes 
e.V..GYMNASTIK 5/6:S.100-102.より作成） 
　学校名 　身体教育のためのボーデ学校（ Bodeschule  für Körpererziehung ） 　体操と構成運動のためのドラ・メンツラー学校
　代表者 　ハインリッヒ・メダウ（Hinrich Medau） 　（Dora Menzler-Schule  für Gymnastik  und Gestalte te  Bewegung ）
　養成期間 　2年 　代表者 　ドラ・メンツラー（Dora Menzler）
　採用条件 　3ヶ月の仮採用 　養成期間 　2年
　授業科目 　表現体操、ピアノ、触鍵法、和声学、音感教育、解剖学、デッサン、教育学 　採用条件 　高等女学校の10級修了、18歳以上、健康診断書の提出
　学校名 　アンナ・ヘアマン学校（ Anna Hermann-Schule ） 　授業科目 　呼吸体操、静力学的体操、運動体操、解剖学と生理学、物理学、心理学、教育学、和声学、デッサン、
　代表者 　アンナ・ヘアマン（Anna Hermann） 　芸術史、話術
　養成期間 　2年
　採用条件 　1ヶ月の仮採用（証明写真付き直筆の履歴書、成績証明書と健康診断書の提出） 　学校名 　ドイツ東部の体操研究所（ Ostdeutsches Gymnastik -Institut）




　学校名 　カールマイヤー・ラウターバッハの学校（ Schule  Kallmeyer-Lauterbach ） 　学校名 デュッセルドルフのリズム的な学校サークル（ Rhythmische  Schulgemeinde  Düsse ldorf ）
　代表者 　カールマイヤー・ラウターバッハ 　代表者 ヒルダ・ゼンフ（Hilda Senff）
　養成期間 　2年（コース開始：9月1日） 　養成期間 3年（最短で2年）
　採用条件 　半年の仮採用（修了試験は、連合執行部の代表者出席のもとで行われる） 　採用条件 ギムナジウム卒業証書、健康診断書の提出
　授業科目 　体操的な基礎授業、解剖学と生理学、健康治療での指導、運動訓練、発声訓練、教育学 　授業科目 身体訓練：解剖学－生理学－物理学、芸術的な課題の詳論
　ゲルトルード・フォン・ホランダーの体操学校 　　　　　　　体操（身体構築、呼吸、緊張、解放、空間スケッチ、力学、表現形式論）
　（Schule  für Gymnastik  von Gertrud von Ho llander ） 音楽的訓練：音感教育、ピアノによる即興、和声授業、音楽史
　代表者 　ゲルトルード・フォン・ホランダー（Gertrud von Hollander）
　養成期間 　2年 　体操とダンスのための西部職業養成所（ルドルフ・フォン・ラバンの運動学）
　採用条件 　6週間の仮採用 　（Ausbildungsstätte  des Westens für Gymnastik  und Tanz ）
　授業科目 　呼吸を基礎とした体操、解剖学、発声訓練、デッサン、教育学、週1－2回の授業実践 　代表者 　マーガレーテ･シュミッツ（Margarete Schmidts）　教員とダンサーのための職業教育
　ガブリーレ・ヒルシャーの純粋なメンゼンディーク体操のための学校 　養成期間 　2年（入会：4月と10月）
　（Schule  für Re ine  Mensendieckgymnastik  von Gabrie le  Hirschler ） 　採用条件 　適性検査、健康診断書の提出





　（Tanz-  und Gymnastikschule  Hertha Fe ist） 　　必修科目：解剖学、生理学、生物学、体操とダンス理論、ダンスの文化史、拍子リトミック
　代表者 　ヘルタ・ファイスト（Hertha Feist） 　　選択科目：幾何学的な結晶学、シュプレヒコール
　養成期間 　2年（毎日授業）
　授業科目 　体操、リトミック、ダンス、舞踊史と舞踊理論、教育学 　応用された自由な運動のための連盟によるミュンヘン職業専門教育養成所
　（Ausbildungsstätte  München des Bundes für angewandte  und fre ie  Bewegung e .V. ）
　学校名 　ハーゲマン学校（ Hagemann-Schule ） 　代表者 　ドロシー・ギュンター（Dorothee Günther）
　代表者 　ヘドヴィッヒ・ハーゲマン・ビューゼ（Hedwig Hagemann-Boese） 　養成期間 　2年
　養成期間 　2年 　採用条件 　健康診断、履歴書の提出と2年間の契約書の締結（1ヶ月の仮採用期間後に交わされる）





　（Hamburger Bewegungschöre  Rudo lf  von Laban ） 　２：音楽的－リズム的運動訓練、ドイツメンゼンディーク体操、グループ活動、音楽理論、
　ダンスと体操、ダンサーと運動合唱者のための職業養成所 　　　音楽演奏、解剖学、芸術史、合唱、デッサン
　（Ausbildungsstätte  für Tanz und Gymnastik ,Tänzer und Bewegungschorle ite r) 　３：空間リズム的運動訓練、グループ活動、ドイツメンゼンディーク体操、振付、芸術史、
　代表者 　アルブレヒト・クヌスト（Albrecht Knust） 　　　デッサン、解剖学
　養成期間 　2年　（修了試験後に教員免許状が与えられる。さらに継続して2年間の実践的な活動を行うとディプロム 　学校名 　ボーデ学校（ Bodeschule  München ）
　　　　が与えられる。） 　代表者 　ルドルフ・ボーデ（Rudolf Bode）とエリー･ボーデ（Elly Bode）
　養成期間 　2年
　身体教育のためのローエランド学校，農耕と手工業　ローデン・ランガードの教授法 　採用条件 　健康診断書の提出、3ヶ月の仮採用
　（Lohe land,Schule  für Körperbildung, Landbau und Handwerk ） 　授業科目 　表現体操、ピアノ、触鍵法、和声学、音感教育、デッサン、解剖学、水泳、マッサージ
　代表者 　ローデン・ランガード（Rohden Langgard） 　学校名 　ゲルト・フィッケンチャー学校（ Schule  Gert Fikentscher）



































































































1927 年５月 31 日に所属する体操学校の男女教員 520 名を対象に、簡易的ではあるが体操の
普及に関わる実態調査を初めて実施した 24）。この調査結果から、14 歳未満の児童約 9000




（Wer treibt Gymnastik？）で明らかにした。ドイツ体操連合所属の学校教員 1150 名の回答
から、91022 名（男性 5879 名、女性 85143 名）が調査日同日に授業を受けていたことが判
明した 26）。この２回の調査結果が示すように、体操の授業受講者は、約３年間で 30000 名
以上も増加していた。 
 表－11 は、91022 名の年齢期別の男女の受講者数内訳を示したものである。男性に注目し












20000 名を筆頭に、主婦約 14000 名、知的労働者約 8000 名、肉体労働者約 4000 名、自営業
者約 1000 名と続いた 28）。男性の受講者数については、知的労働者が最も多く、聖職者、医
師、法学者、エンジニアと化学者において女性の受講者数を上回った。女性では、主婦の
年齢期 男性（人） 女性（人） 合計（人）
　14歳未満の幼児期・児童期 3,439 16,538 19,977
　14-21歳未満の青年期 856 24,278 25,134
　21-50歳未満の壮年期 1,423 42,871 44,294
　50歳以上の中年期・老年期 161 1,456 1,617
合計（人） 5,879 85,143 91,022
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14173 名が最も多く、これに事務員の 11052 名が続いた。仕事に就いている受講者 46776 名









明らかにされた。それによれば、小学校 2024 名（男性 422 名・女性 1602 名）、高等学校 2990
男性（人） 女性（人） 総数（人）
　肉体労働者
　　在宅勤務者と工場労働者 246 2464 2,710
　　家事手伝い ― 1,212 1,212
　　合　計 246 3,676 3,922
　一般職員
　　事務員 99 11,052 11,151
　　店員 13 4,416 4,429
　　看護人 8 1,962 1,970
　　公務員 50 2,030 2,080
　　合　計 170 19,460 19,630
　自営業者
　　手工業の親方 18 397 415
　　商人 223 373 596
　　合　計 241 770 1011
　主婦 ― 14,173 14,173
　知的労働者
　　教員と幼稚園教諭 231 5,433 5,664
　　聖職者 45 43 88
　　医師 137 338 475
　　法学者 114 91 205
　　エンジニアと化学者 112 45 157
　　芸術家 96 752 848
　　文筆家 15 63 78
　　行政・商業・産業の第一人者 125 400 525
合　計 875 7,165 8,040
総　数 1,532 45,244 46,776
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名（男性 310 名・女性 2680 名）、職業学校と専門学校については女性のみで 6542 名、大学
7247 名（男性 520 名・女性 6727 名）、市民大学 6245 名（男性 282 名・女性 5963 名）の合
計 25048 名（男性 1534 名・女性 23514 名）であった 29）。 
政府の青少年局が担当する児童と青少年グループを指し示した青少年育成は、児童グル
ープ 1087 名（男性 343 名・女性 744 名）、青少年グループ 2356 名（男性 221 名・女性 2135）、
さらに青少年育成のなかで活動する者 587 名（男性 2 名・女性 585）の合計 4030 名（男性
566 名・女性 3464 名）であった 30）。この児童と青少年グループの体操の主要活動は、本来
夏季休暇中であったが、調査は冬季に実施された。このため調査日が夏季であったならば、
その総数はかなりの数に及んだものと推察される。 
社会福祉事業における受講者は、主要活動が夏季に開催される保養施設 1962 名（男性 210
名・女性 1752 名）、教育福祉と孤児のための福祉施設 1399 名（男性 297 名・女性 1102 名）、
精神病患者用施設 307 名（男性 94 名・女性 213 名）、身体障害者用施設 595 名（男性 178
名・女性 417 名）、病院 452 名（男性 3 名・女性 449 名）、刑務所については女性のみで 38
名であった。また、これらに加えて失業者にも無料で体操の授業が提供され、受講者数は
656 名（男性 21 名・女性 635 名）であった。社会福祉事業においては、青少年と成人男女
で合計 5409 名（男性 803 名・女性 4606 名）が体操を受講しており、これに学校、青少年
育成での受講者 25048 名を合わせると、34487 名に授業が提供されたことになる。 










査結果を概略すると、1927 年５月 31 日時点における体操の授業の受講者数が約 60000 名で
あったこと、そこから３年たらずで 91022 名に増加し、その半数以上の 46776 名が仕事に
従事し、97%が女性の受講者であったこと（男性 1532 名、女性 45244 名）、これに加えて、
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 ドイツ体操連合は、1926 年 9 月 28 日に初めてとなる総会をベルリンのラバン系の学校、















た。1927 年９月 25 日にベルリンで開催された第２回総会において、会員の同意を得た体操
授業の要綱は、「一般人向け授業と職業養成専門教育のための要綱」（Richtlinien für 



























































































































4:30 授業実践  　「ローデン・ランガードの教育方法」　ローエランド学校
夜 8:00 公演 　 「運動芸術」　ルドルフ・ボーデ
タイムスケジュール 会議形態 会議内容
9:00 講演 　 「体操の治療的な意味」　ドレーゼル，ハイデルベルグ
10:30 授業実践 　 「職業での体操」　体操学校ギンドラー・ホランダー，ベルリン
　 「呼吸を基礎とした純粋な表現形式に向けた教育」
　　アンナ・ヘアマン学校，ベルリン














































































































 ドイツ体操連合の機関誌『ジムナスティック』の 1926 年５・６月号で、理事長のヒルカ
ーは、新体操教育会議の報告をまとめている。この報告から確認できる参加者数に注目し
































ン教員協会」（Deutscher Turnlehrerverein）、「ドイツ体育大学」（Deutsche Hochschule für 
Leibesübungen）、「体育促進に向けたドイツ医師連合」（Deutscher Ärztebund zur Förderung der 











































































１．第 1 回女子体操教科課程講習会（1926 年） 
a）プログラム構成 
女性教員のための第 1 回体操教科課程講習会は、1926 年４月８日から５月 19 日まで、北
ドイツに位置するヴィークのフェオア島（Wyk auf Föhr）で、中央教育研究所（Zentralinstitut 



























表－14．第 1 回女子体操教科課程講習会参加者リスト 
 
Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1926）Liste der Teilnehmerinnen an dem Gymnastischen 
Frauenlehrgang in Wyk. GYMNASTIK9/10:S.115-116.より作成） 
氏　　　名 職　　　業 勤　　務　　地
1  Herta Becker 中等学校教員  Oberhausen(Rhld.)
2  Josephine Block 技術指導教員  Friedeberg(Nm.)
3  Elsbeth van Bollhuis-Smeding 技術指導教員  Emden
4  Marg. Borsdorff  高等学校教員・トゥルネン教員  Wernigerode(Harz)
5  Hanna Braun  トゥルネン教員  Hagen(Westf.)
6  Irene Breternitz  教員  Hamburg
7  Maria Brocker  トゥルネン教員  Dülken(Rhld.)
8  Edithmargret Brundsberg  技術指導教員  Barmen
9  Erika Eckardt  トゥルネン教員  Traben-Trarbach(Mosel)
10  Lisbeth Engel  技術指導教員  Osnabrück
11  Marg. Engelke  トゥルネン教員  Aken(Elbe)
12  Ruth Fischer  体操教員  Berlin-Wilmersdorf
13  Dora Flesch  夫人  Berlin-Schlachtensee
14  Gertrud Fuesers  技術指導教員  Gelsenkirchen
15  Olga Hartenstein  技術指導教員  Allstedt(Thür.)
16  Sybille Herzberg  トゥルネン教員  Solingen-Breidbach
17  Klara Hoche  高等学校教員  Grünberg(Schlesien)
18  C. Hoffmann  教員  Neunkirchen(Saargebiet)
19  Hildeg.Hoppe-Seyler  技術指導教員  Kiel
20  Hildegard Jentsch  学生  Berlin
21  Martha Johannsen  教員  Hamburg
22  Hildegard John  技術指導教員  Goslar(Harz)
23  Frieda Katzan  技術指導教員  Barmen
24  Annne von der Kaus  技術指導教員  Varel i. Oldenburg
25  Else Körtge  トゥルネン教員  Halberstadt
26  Else Kruber  トゥルネン教員  Festenberg(Schlesien)
27  Kummerow  図書館員  Hamburg
28  Käte Kuntze  教員  Sondershausen(Thür.)
29  Erna Lanwig  トゥルネン教員  Rummelsburg(Pommern)
30  Klara Lategahn  トゥルネン教員  Wriezen(Oder)
31  Elisabeth Leonhardi  技術指導教員  Gera-R
32  Marg.Liedke  教員  Gelsenkirchen
33  Eva Lingnau  トゥルネン教員  Gelsenkirchen
34  Grete Linden  教員  Gelsenkirchen
35  Marie Liß  技術指導教員  Neuruppin
36  Marg. Lindner  実業学校教員  Elbing
37  Wally Lobe  技術指導教員  Militsch(Schlesien)
38  Elisabeth Lucas  教員  Einbeck
39  Dora Lustig  トゥルネン教員  Berlin
40  Kath. Marx  高等学校教員  Andernach(Rhld.)
41  Lilly H. Menk  トゥルネン教員  Halstenbeck(Holstein)
42  Elisabeth Meyer  技術指導教員  Bottrop i. Westf.
43  Marg. Milkuhn  トゥルネン教員  Memel
44  Toni Nölle  教員  Hamburg
45  L. Othling  トゥルネン教員  Bremen
46  Hanna Peters  トゥルネン教員  Hamburg
47  Hildegard Pinkepank  技術指導教員  Kupferdreh(landkreis Essen)
48  C. Preiß  トゥルネン教員  Meseritz(Grenzmark)
49  Frau Thilde Reinau  教員  Karlsruhe i. Baden
50  Dora Rohwedder  技術指導教員  Flensburug
51  Edith Rudolph  幼稚園教員  Erfurt
52  Elisabeth Seehaus  トゥルネン教員  Nordhausen(Harz)
53  Hedwig Seikat  トゥルネン教員  Suhl(Thür.)
54  Magd. Springstubbe  トゥルネン教員  Friesack(Mark)
55  Else Scheffler  技術指導教員  Pillau(Ostpr.)
56  Mathilde Strauschmeier  トゥルネン教員  Hoym(Anh.)
57  Else Tamm  トゥルネン教員  Frankfurt(Main)
58  Marg. Thiele  技術指導教員  Wittingen(Hannover)
59  Marie L. Thiele  体操学校生  Berilin-Lichterfeld
60  Erna Thorun  トゥルネン教員  Osterode(Ostpreußen)
61  Carla Verständig  体操学校生  Berlin
62  Welscher  体操学校生  Wandsbeck
63  Sophie Winter  トゥルネン教員  Hamburg
64  Susanne Wolff  体操学校生  Berlin-Lichterfelde
65  Gertrud Zikeli  体操学校生  Berlin
66  Lotte Zimmerlich  技術指導教員  Oppeln(O.-S.)
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（Hilker, F.（1926）I. Berichte über den Wyker Lehrgang. GYMNASTIK8/9:S.103 より転載） 
 
表－15．第 1 回女子体操教科課程講習会スケジュール 
 































































































































































































































































（Hilker, F.（1926）I. Berichte über den Wyker Lehrgang. GYMNASTIK8/9:S.107 より転載） 
 
h）講習会の成果 





















































































（Ottendorf,H.（1927）Zur Frage der Neuordnung der Ausbildung der Turn und Sportlehrer und –






23 名が参加した 99）。 
 
３．第３回女子体操教科課程講習会（1928 年） 
















































































（Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1931）5.Hauptversammlung und öffentliche Tagung des D.G.B. 








午前 10:00  理事会
2:00  連合会員総会（Ｄ．Ｇ．Ｂ．の会員のみ）
       1930年の活動報告と会費報告
      提案された申請の採用
8:00  ミュンヘン市からの歓迎パーティー（旧市庁舎）
      講演：体操による人間形成の意義





       研究報告者：ゲルト・フィッケンシャー
       座長：ドロシー・ギュンター
 ２．他の体操的な活動方法の本質に迫るには、何故に必要で、有益で、可能性があるのか？
       研究報告者：ドロシー・ギュンター
2:00  テーマ：『体操による人間形成の課題』
  １．姿勢と運動（ドイツ体操連合所属の学校による実演）
       体操学校：ドラ･メンツラー，ライプチッヒ、マーガレーテ･シュミッツ，エッセン
4:00   2．リズム、音楽と運動
       体操学校：ヒルダ・ゼンフ，デュッセルドルフ
5:00   3．方向感覚と空間経験
       体操学校：ローエランド，フルダ-ランド
夜 8:00  華やかな夕べ






       研究報告者：フランツ・ヒルカー
  ２．アマチュアコースにおける報酬様式
       研究報告者：ケセ・ザックアー，ベルリン
3:00  『教育学的な催し』（体操家、教育学者、医師、他の学問の関心者のための）
  １．子どもの体操的な教育
       スライドを使用した講演：エルフリード・ヘングステンベルク，ベルリン
4:00   ２．青少年のための体操
     a)遊戯と造形
      上演体操学校：ヘドヴィッヒ・ハーゲマン，ハンブルク、ゲルト・フィッケンシャー，ミュンヘン
                         ドラ・メンツラー，ライプチッヒ
     b)体操の課題における自主的な分析
      体操学校：カルマイヤー-ラウターバッハ，ベルリン
8:00  成人教育としての体操



































































































































賛成 129 票、反対 8 票、白票 24 票をもって除名することが採決された 118）。1929 年２月 23
日に開催された会員総会の報告には、1928 年 12 月 31 日までに所属していた体操諸流派の
学校数が記載されている 119）。それによれば、応用された自由な運動のための連盟が 168 校、


















第３節 ドイツ体操連合の右傾化と活動の変容（1933 年） 













（Berufsverband der Lehrkräfte der Bodegymnastik）と「ドイツ体育同盟」（Deutscher 
Körperbildungsverband）とともに、「体操とダンスのための職能同盟」（Berufsverband für 







































Fachgruppe für Körperbildung 




Reichsfachschaft für körperliche Erziehung 
ドイツトゥルネン・スポーツと 
体操教員帝国同盟 
Reichsverband Deutscher Turn-,Sport- 
und Gymnastik Lehrer 
体操とダンスのための専門団体 
Fachschaft Gymnastik und Tanz 
体操とダンスのための職能同盟 
Berufsverband für Gymnastik und Tanz 
ボーデ体操教員職能同盟 


























































（Reichsvervand Deutscher Turn-,sport-und Gymnastiklehrer im NS-Lehrerbund）の専門団体と位
置付けられたが、この職能同盟が 1933 年 10 月１日に解散すると、専門団体「体操とダン
ス」の直轄指揮下に置かれるようになった。『ジムナスティック』も新しい専門機関誌『体






















年の創設時で 56 名を数えたが、翌年に 120 名に達し、ピーク時の 1931 年は 1131 名にまで
膨れ上がった。ドイツ体操連合は、体操をとおした身体教育に関する知識の追求を目的と
して、機関誌『ジムナスティック』を 1926 年２月号から隔月にわたり発行した。同誌は 1933
年 11 月号をもって廃刊に至ったが、その間、都合 48 号が発刊され、広範にわたり体操の普
及・促進・保護に努めた。 
 ドイツ体操連合に加盟していた学校数は、1928 年 12 月 31 日時点で 923 校であり、その
うち 177 校がベルリンに本拠を構えていた。ドイツ体操連合は、所属する学校、教員にた
いして、体操授業の受講生の実態調査を 1927 年５月１日と 1930 年２月１日に実施した。











 ドイツ体操連合は、「新体操教育会議」（1926 年）、「女子体操教科課程講習会」（1926 年、














































職能同盟に統合されることで初めて達成された。1933 年 10 月に体操とダンスのための職能
同盟は、ナチス教員同盟の「ドイツトゥルネン・スポーツと体操教員帝国同盟」の専門団








































































上位 著  者 論文数
1 　F.Hilker 28

































































（Diesing,H.（1932）Versuch einer Klärung der inneren Zusammenhänge von Musik und 












（Diesing,H.（1932）Versuch einer Klärung der inneren Zusammenhänge von Musik und 

















（Diesing,H.（1932）Versuch einer Klärung der inneren Zusammenhänge von Musik und 
























ギュンター（Dorothee Günther, 1896 年－1975 年）は 1933 年７・８月号の「音楽と動きの































































































































ムナスティック』の 11・12 月号には、1931 年７月 28 日から８月 20 日にドイツ北東部のフ













































































































































































































































主要科目 週時間数 補足科目 週時間数 選択科目 週時間数
 １．体操 12  １．健康体操 ２  １．陸上 ４または２
 ２．メンゼンディーク学  ２．マッサージ １  ２．水泳 ４または２
　解剖学、生理学、衛生学  ３．音楽理論 ４  ３．合唱 ２
 ３．心理学  ４．楽器演奏 ４または２  ４．発声訓練と話術教育 ２
　心理学の理論と方法論、  ５．運動教育 ４または２  ５．素人向け合唱、遊戯、輪舞 ２
　児童心理学、青少年心理学、  ６．振付 ２  ６．ダンス ２



































































ドイツ体操連合の会員数について、設立当初は 120 名であったが、1931 年に 1131 名を数え





































































































































































































































12）ドイツ体操連合の会員数は、1925 年の創設時で 56 名であったが、翌年には 120 名に達
し、ピーク時の 1931 年には 1131 名にまで膨れ上がり、また所属していた学校数について
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10）1886 年「ハンブルク芸術友の会」（die Gesellschaft Hamburger Kunstfreunde）が、1896
年には「学校における芸術教育育成のためのハンブルク教員連盟（die Hamburger 
Lehrervereinigung zur Pflege der künstlerischen Bildung in den Schulen）が設立された。 















17）中村恭子（2012）ダンス教育の展望と課題．体育科教育 2 月号 p.18. 
18）Beckmann,Otto（1933）Beckmanns Sport Lexikon A-Z．Verlagsanstalt Otto Beckmann：
Leipzig-Wien.S.1136-1148. 
19）KLEINE ENZYKLOPÄDIE KÖRPERKULTUR UND SPORT（1972）VEB Bibliographisches 
Institut:Leipzig.S.354-367. 
20）稲垣正浩（1987）「新体操」最新スポーツ大辞典．大修館：東京．pp.448-452. 
21）Neuendorff,E.（1932）Geschichte der neueren deutschen Leibesübung vom beginn des 





25）Bernett, H.（1978）Die Ideologie der Deutschen Gymnastik. Sportwissenschaft, Schorndorf 8, 
1：S.7-23. 
26）Freckmann, B.（1982）Wesen und Formen der Gymnastik. In:Ueberhorst, Horst(Hg): Geschichte 
der Leibesübungen. Band 3/2, Berlin:S.1008-1025. 
27）古川裕子、小笠原サチ子（1986）体操改革運動期における体操家・舞踊家の運動方法
の違いに関する一考察. 愛知教育大学体育教室研究紀要 No.11：pp.46-57. 
28）代谷藤子（1995）新体操に於ける歴史的発展の一考察. 兵庫女子短期大学研究集録第
28 号：pp.64-72. 
29）滝沢かほる（1980）メダウの Organgymnastik について. 新潟大学教育学部紀要人文・社
会科学編第 22 号：pp.129-138. 
30 ）滝沢かほる（ 1981 ）メダウの体操体系における Bewegungsentwicklung と







ス運動における「身体教育論」の今日的意義－. 九州教育学会研究紀要第 27 巻：pp.39-45. 
33）田中幸治・滝澤かほる（2006）ルドルフ・ボーデのリズム体操のためのピアノ音楽に
関する研究.新潟大学教育人間科学部紀要人文・社会科学編第９巻第 1 号：pp.107-114. 





る著作と演出に関する一考察. 舞踊学第 23 号：pp.12-22. 
38）斉藤尚大（2003）コレオフラフィーの遺産 ルドルフ・フォン・ラバンの 1920～30 年
代における振付と演出に関する一考察. 舞踊学第 26 号：pp.11-20. 
39）ヴァレリー・プレストン＝ダンロップ（2003）ラバンの理論. 慶應義塾大学アート・セ











47）Diem,L（1991） Die Gymnastikbewegung, ein Beitrag zur Entwicklung des Frauensports: 
Herausgeber, Carl-Diem-Institut Academia Verlag. 
48）Arps-Aubert,E.(2010):Das Arbeitskonzept von Elsa Gindler(1885-1961), 
Verlag Dr.Kovač,Hamburg.p.116.  










１）Neuendorff, E.(1927) Die deutschen Leibesübungen : Großes Handbuch für turnen, Spiel und 
sport / herausgegeben von Edmund NeuendorffWilhelm Andermann Verlag, Berlin, S.15. 
２）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.139-140. 
３）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.140-141. 
４）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.142. 









C.(1930)Tehorie der Gymnastik. Weidmannsche Buchhandlung/Berlin, S.15-16.）。 
６）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.142-143. 
７）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.144-151. 
８）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.152-154. 
９）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京,p.80. 
205 
 
10）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.152. 
11）今村嘉雄（1950）西洋体育史．日本体育社：東京,p.127. 
12）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.202-210. 
13）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.132-139. Hrsg. von der 
Deutschen Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der 
Körperkultur ; nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von 
Dr. Wili Schröder(1960). 
14）森田信博（1990）F.L.ヤーンの体育遊戯論について．秋田大学教育学部研究紀要 教育
科学部門 41, p.100. 
15）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.131. Hrsg. von der Deutschen 
Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der Körperkultur ; 
nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von Dr. Wili 
Schröder(1960). 
16）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.129. Hrsg. von der Deutschen 
Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der Körperkultur ; 
nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von Dr. Wili 
Schröder(1960). 
17）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.399-400. 
18）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.143-144. Hrsg. von der 
Deutschen Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der 
Körperkultur ; nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von 
Dr. Wili Schröder(1960). 
19）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.163. Hrsg. von der Deutschen 
Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der Körperkultur ; 
nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von Dr. Wili 
Schröder(1960). 
20）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.167-168. Hrsg. von der 
206 
 
Deutschen Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der 
Körperkultur ; nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von 
Dr. Wili Schröder(1960). 
21）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京,p.84. 
22）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.181. Hrsg. von der Deutschen 
Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der Körperkultur ; 
nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von Dr. Wili 
Schröder(1960). 
23）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.179. Hrsg. von der Deutschen 
Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der Körperkultur ; 
nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von Dr. Wili 
Schröder(1960). 
24）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.180. Hrsg. von der Deutschen 
Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der Körperkultur ; 
nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von Dr. Wili 
Schröder(1960). 
25）Neuendorff, E.(1927) Die deutschen Leibesübungen : Großes Handbuch für turnen, Spiel und 
sport / herausgegeben von Edmund NeuendorffWilhelm Andermann Verlag, Berlin, S.17. 
26）Neuendorff, E.(1927) Die deutschen Leibesübungen : Großes Handbuch für turnen, Spiel und 
sport / herausgegeben von Edmund NeuendorffWilhelm Andermann Verlag, Berlin, S.17. 
27）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.167-168. Hrsg. von der 
Deutschen Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der 
Körperkultur ; nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von 
Dr. Wili Schröder(1960). 
28）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.173-174. Hrsg. von der 
Deutschen Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der 
Körperkultur ; nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von 
Dr. Wili Schröder(1960). 
29）Jahn, F. L. u. Eiselen,E.(1816) Die deutsche Turnkunst. Berlin, S.179. Hrsg. von der Deutschen 
Hochshule für Körperkultur Leipzig, Institut für Geschichte und Organisation der Körperkultur ; 
207 
 
nach der Originalausgabe bearbeitet von Wilhelm Beier ; mit einer Einleitung von Dr. Wili 
Schröder(1960). 
30）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.362. 
31）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.401. 
32）Neuendorff, E.(1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.II. Wilhelm Limpert, Dresden, S.374. 
33）稲垣正浩（1987）最新スポーツ大事典．大修館書店：東京，p.849. 























46）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，p.87. 
47）小原淳（2011）フォルクと帝国創設－一九世紀ドイツにおけるトゥルネン運動の史的考
察．彩流社：東京，p.53. 
48）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，pp.87-88. 
49）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，p.88. 
50）松尾順一（2010）ドイツ体操祭と国民統合．創文企画：東京，pp.38-39. 
51）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，p.88. 
52）小原淳（2011）フォルクと帝国創設－一九世紀ドイツにおけるトゥルネン運動の史的考
察．彩流社：東京，p.97. 
53）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，pp.88. 
54）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，p.89. 
55）坂口修平（2001）木村靖二編 ドイツ史．山川出版社：東京，p.176. 
56）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，p.89. 
57）Neuendorff, E.(1927) Die deutschen Leibesübungen : Großes Handbuch für turnen, Spiel und 
sport / herausgegeben von Edmund NeuendorffWilhelm Andermann Verlag, Berlin, S.17. 





63）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，pp.88-90. 
64）小原淳（2011）フォルクと帝国創設－一九世紀ドイツにおけるトゥルネン運動の史的考
察．彩流社：東京，p.99. 










71）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，p.95. 




76）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.169-170. 
77）木村真知子（1989）自然体育の成立と展開．不昧堂：東京,p.97. 
78）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.186. 
78）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.187. 
79）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 






85）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京,pp.143-144. 
86）楠戸一彦・岸野雄三編（1979）体育・スポーツ人物思想史．不昧堂：東京，p.329. 
87）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.148. 
88）Neuendorff, E.(1927) Die deutschen Leibesübungen : Großes Handbuch für turnen, Spiel und 
sport / herausgegeben von Edmund NeuendorffWilhelm Andermann Verlag, Berlin, S.19. 
89）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.IV. Wilhelm Limpert, Dresden, S.107. 
90）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.184. 
210 
 
91）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.184-185. 
92）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.185. 
93）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.III. Wilhelm Limpert, Dresden, S.185. 
94）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，p.142.  
95）成田十次郎（1977）近代ドイツ・スポーツ史．講談社：東京，p.535. 
96）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.IV. Wilhelm Limpert, Dresden, S.102-106. 
97）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，pp.152-153. 
98）E. Neuendorff. (1932) Geschichte der neueren deutschen Leibesübungen von Beginn des 18. 
Jahrhunderts bis zur Gegewart. Bd.IV. Wilhelm Limpert, Dresden, S.128. 
99）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京，pp.152-153. 










けるハンブルクの新教育．鳴門教育大学研究紀要 第 25 巻，p.2. 
３）鈴木幹雄（1999）ハンブルクにおける新教育運動の光と陰《教育観の革新》と《リー
ダー的教師の「苦悩」》との接点に位置する教育改革運動．神戸大学発達科学部研究紀要 







































育会議の研究―．教授研究 第 25 巻第 2 号，pp.6-7. 
23）LICHTWARK, Alfred:”Die Einheit der künstlerischen Erziehung”. In: Kunsterziehung. 
Ergebnisse und Anregugen des zweiten Kunsterziehungtages in Weimar am 9., 10., 11.Oktober 
1903. Leipzig: Voigtländer 1904. Nachdruck in: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregugen des 
zweiten Kunsterziehungtages in Dresden, Weimar und Hamburg, Leipzig: Voigtländer 1929, 
S.118-127.  
24）LICHTWARK, Alfred:”Die Einheit der künstlerischen Erziehung”. In: Kunsterziehung. 
Ergebnisse und Anregugen des zweiten Kunsterziehungtages in Weimar am 9., 10., 11.Oktober 
1903. Leipzig: Voigtländer 1904. Nachdruck in: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregugen des 
zweiten Kunsterziehungtages in Dresden, Weimar und Hamburg, Leipzig: Voigtländer 1929, 
S.124-125 
25）Lichtwark,A.（1906）Musik und Gymnastik. In: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des 
3. Kunsterziehungstages in Hamburg, Leipzig, S.25-26. 
26）Lichtwark,A.（1906）Musik und Gymnastik. In: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des 











30）Lichtwark,A.（1906）Musik und Gymnastik. In: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des 
3. Kunsterziehungstages in Hamburg, Leipzig,S.26. 
31）Lichtwark,A.（1906）Musik und Gymnastik. In: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des 
213 
 
3. Kunsterziehungstages in Hamburg, Leipzig,S.28. 
32）Lichtwark, A.（1906）Musik und Gymnastik. In: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen 
des 3. Kunsterziehungstages in Hamburg, Leipzig,S.27. 
33）Lichtwark,A.（1906）Musik und Gymnastik. In: Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des 
3. Kunsterziehungstages in Hamburg, Leipzig,S.27. 
34）Batka,R.（1906）Musikpflege im Hause. In:Kunsterziehung,Leipzig,S.44. 
35）Tervooren,H.（1987）Die rhythmisch-musikalische Erziehung im ersten Drittel unseres 
Jahrhunderts.Frankfurt am Main:PETER LANG,S.126. 
36）Johannsen,H.（1906）Der Schulgesang als Bildungsmittel. In:Kunsterziehung. Ergebnisse u. 
Anregungen d. 3. Kunsterziehungstages,Leipzig,S.65. 
37）Johannsen,H.（1906）Der Schulgesang als Bildungsmittel. In:Kunsterziehung. Ergebnisse u. 
Anregungen d. 3. Kunsterziehungstages,Leipzig,S.77. 
38）Schmidt,F.A.（1906）Körperschönheit durch Leibesübungen. In:Kunsterziehung,Leipzig, S.170. 
39）Schmidt,F.A.（1906）Körperschönheit durch Leibesübungen. In:Kunsterziehung,Leipzig, S.171. 
40）Schmidt,F.A.（ 1906）Körperschönheit durch Leibesübungen. In:Kunsterziehung,Leipzig, 
S.170-171. 
41）Sparbier,J.（1906）Spiele und volkstümliche Übungen. In:Kunsterziehung,Leipzig,S.195. 
42）Sparbier,J.（1906）Spiele und volkstümliche Übungen. In:Kunsterziehung,Leipzig,S.186. 
43 ） Möller,K. （ 1906 ） Bedeutung der Leibesübung in der ästhetischen Erziehung. 
In:Kunsterziehung,Leipzig,S.293-294. 
44）Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des dritten Kunsterziehungstages in Hamburg am 
13., 14., 15. Oktober 1905 ; Musik und Gymnastik. Leipzig: Voigtländer 1906,S.117-119. 
45）Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des dritten Kunsterziehungstages in Hamburg am 
13., 14., 15. Oktober 1905 ; Musik und Gymnastik. Leipzig: Voigtländer 1906,S.119. 
46）Kunsterziehung. Ergebnisse und Anregungen des dritten Kunsterziehungstages in Hamburg am 







ある。イギリスでは 1930 年頃まで行われていた。 
51 ）Vorführung aus dem Gebiete des Turnens, Jugendspiels und Schwimmens. （ 1906 ）
In:Kunsterziehung,Leipzig,S.117-119. 
52）Pallat,L.（1920）Kunsterziehung.In: Die deutsche Schulreform,Leipzig,S.128. 
53）Sparbier,J.（1906）Spiele und volkstümliche Übungen. In:Kunsterziehung,Leipzig,S.195. 
54）Pallat,L.（1926）Gymnastische Körperbildung. GYMNASTIK5/6:S.65. 
55 ） Harte,E.:”Die Verschiedenen Gymnastikschulen”.:Die deutschen Leibesübungen.Großes 
















































































106 ） JAHRBUCH DES ZENTRALINSTITUTS FÜR ERZIEHUNG UND UNTERRICHT 
1922,S.188. 
107 ） JAHBUCH DES ZENTRALINSTITUTS FÜR ERZIEHUNG UND UNTERRICHT 
1922,S.188. 
108 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.411. 
109 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
217 
 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.411. 
110 ） JAHBUCH DES ZENTRALINSTITUTS FÜR ERZIEHUNG UND UNTERRICHT 
1922,S.188. 
111 ） JAHBUCH DES ZENTRALINSTITUTS FÜR ERZIEHUNG UND UNTERRICHT 
1922,S.188. 
112 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.411-412. 
113 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.411. 
114 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.412. 
115 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.412. 
116 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.412. 
117 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.413. 
118 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.413-414. 
119 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.414. 
120 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.414. 
121 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.414. 
122 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.414. 
123 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.414. 
124 ） Harte,E. （ 1922 ） Tagung für künstlerische Körperschulung(5.-7.Oktober)in Berlin.In: 
218 
 
Monatsschrift für Turnen,Spiel und Sport 2.Jahrgang,1922,S.414-415. 
125）Beckmann,O（ 1933）BECKMANNS SPORT LEXIKON.VERLAGSANSTALT OTTO 
BECKMANN,LEIPZIG・WIEN,S.1146. 
126）Diem,L.（1991）Die Gymnastikbewegung : ein Beitrag zur Entwicklung des Frauensports; 






130）Hilker,F.（1930）Fünf Jahre Deutscher Gymnastik=Bund. GYMNASTIK11/12:S.164. 
131）Hilker,F.（1930）Fünf Jahre Deutscher Gymnastik=Bund. GYMNASTIK11/12:S.164. 
132）Hilker,F.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes Aus den Ereignissen der 
Jahre1925-1933. GYMNASTIK11/12:S.166. 




２）Hilker,F.（1926）Deutscher Gymnastik-Bund e.V. Satzung. GYMNASTIK1/2:S.22. 
３）Hilker,F.（1926）Vom Sinn unserer Arbeit. GYMNASTIK 1/2 : S.１. 
４）Hilker,F.（1926）Deutscher Gymnastik-Bund e.V. Satzung. GYMNASTIK1/2:S.22. 
５）Hilker,F.（1926）Deutscher Gymnastik-Bund e.V. Satzung. GYMNASTIK1/2:S.23-24. 
６）Hilker,F.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes.  GYMNASTIK11/12:S.165-178. 
７）Hilker,F.（1926）Deutscher Gymnastik-Bund e.V. Satzung. GYMNASTIK1/2:S.24. 
８）Hilker,F.（1926）Deutscher Gymnastik-Bund e.V. Satzung. GYMNASTIK1/2:S.22. 
９）Hilker,F.（1926）Vom Sinn unserer Arbeit. GYMNASTIK 1/2 :S.２. 
10）Hilker,F.（1930）Fünf Jahre Deutscher Gymnastik=Bund.GYMNASTIK11/12:S.168. 
11）Hilker,F.（1926）Deutscher Gymnastik-Bund e.V. Satzung. GYMNASTIK1/2:S.22. 
12）Hilker,F.（1926）Vom Sinn unserer Arbeit. GYMNASTIK 1/2 :S.２. 
13）Hilker,F.（1926）Vom Sinn unserer Arbeit. GYMNASTIK 1/2 :S.２. 
219 
 
14）Hilker,F.（1926）Vom Sinn unserer Arbeit. GYMNASTIK 1/2 :S.２. 
15）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1931）Mahnung zur Beitragszahlung. 
GYMNASTIK11/12:S.189. 
16）Holtz,L.（1931）Gymnastische Arbeit mit Arbeitslosen in der Ortsgruppe Königsberg. 
GYMNASTIK11/12:S.187. 
17）Hilker,F.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK11/12:S.175. 
18）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1931）V. Hauptversammlung des Deutschen Gymnastik-Bundes. 
GYMNASTIK 5/6 : S.89. 
19）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1929）Hauptversammlung des Deutschen Gymnastik-Bundes 
am 23. Februar 1929. GYMNASTIK 5/6 : S.85.  
20）ヒルシュラーは、ドイツにおけるべス・メンゼンディークの体操の全権を委任されて
いる。ハーゲマン学校は、ドイツメンゼンディーク体操連盟（Bund für deutsche 
Mensendieck-Gymnastik）に所属しており、応用された自由な運動のための連盟（Bund für 
angewandte und freie Bewegung）は、以前、メンゼンディーク連盟に所属していた。 
21）Günther,D.（1960） Bess Mensendieck.Leibeserziehung10:S.333. 
22）海野弘（1999）モダンダンスの歴史．新書館：東京，p.199. 
23）松澤慶信監修（1996）ドイツ・ダンスの 100 年．東京ドイツ文化センター：東京．p.39. 
24）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）Umgang der gymnastischen Bewegung. 
GYMNASTIK9/10:S.162.  
25）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）Umgang der gymnastischen Bewegung. 
GYMNASTIK9/10:S.162.  
26）Hilker,F.（1930）Wer treibt Gymnastik?.GYMNASTIK5/6:S.65. 
27）Hilker,F.（1930）Wer treibt Gymnastik?.GYMNASTIK5/6:S.68. 
28）Hilker,F.（1930）Wer treibt Gymnastik?.GYMNASTIK5/6:S.69. 
29）Hilker,F.（1930）Wer treibt Gymnastik?.GYMNASTIK5/6:S.72. 
30）Hilker,F.（1930）Wer treibt Gymnastik?.GYMNASTIK5/6:S.73. 
31）Hilker,F.（1930）Wer treibt Gymnastik?.GYMNASTIK5/6:S.74. 
32）Hilker,F.（1930）Wer treibt Gymnastik?.GYMNASTIK5/6:S.74. 
33 ） Deutscher Gymnastik-Bund e.V. （ 1926 ） Erste Hauptversammlung des Deutschen 
Gymnastik-Bundes in Berlin vom 18. Sept.1926. GYMNASTIK9/10: S.157.  
220 
 
34）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）1. Antrag des auf der Hauptversammlung 1926 
gewählten Ausschusses für die Ausarbeitung von Richtlinien für Laienunterricht und 
Berufausbildung.GYMNASTIK7/8:S.125.  
35）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）1. Antrag des auf der Hauptversammlung 1926 
gewählten Ausschusses für die Ausarbeitung von Richtlinien für Laienunterricht und 
Berufausbildung.GYMNASTIK7/8:S.126.  
36）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）1. Antrag des auf der Hauptversammlung 1926 
gewählten Ausschusses für die Ausarbeitung von Richtlinien für Laienunterricht und 
Berufausbildung.GYMNASTIK7/8:S.126.  
37）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）1. Antrag des auf der Hauptversammlung 1926 
gewählten Ausschusses für die Ausarbeitung von Richtlinien für Laienunterricht und 
Berufausbildung.GYMNASTIK7/8:S.127.  
38）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）1. Antrag des auf der Hauptversammlung 1926 
gewählten Ausschusses für die Ausarbeitung von Richtlinien für Laienunterricht und 
Berufausbildung.GYMNASTIK7/8:S.127.  
39）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）1. Antrag des auf der Hauptversammlung 1926 
gewählten Ausschusses für die Ausarbeitung von Richtlinien für Laienunterricht und 
Berufausbildung.GYMNASTIK7/8:S.128.  
40）Hilker,F.（1930）Fünf Jahre Deutscher Gymnastik=Bund.GYMNASTIK11/12:S.168. 
41）ゲゾライとは「健康、社会福祉と体育のための展示会」（Ausstellung für Gesundheit,soziale 
Fürsorge und Leibesübungen）の略である。 
42）Hilker,F. (1926) Die Düsseldorfer Tagung. GYMNASTIK5/6:S.65. 
43）Pallat,L.（1926）Gymnastische Körperbildung. GYMNASTIK5/6:S.65. 
44）Pallat,L.（1926）Gymnastische Körperbildung. GYMNASTIK5/6:S.69. 
45）Hilker,F.（1926）Die Kulturaufgabe der Gymnastik. GYMNASTIK5/6:S.74. 
46）Hilker,F.（1926）Gymnastische Körperbildung. GYMNASTIK5/6:S.93. 
47）Hilker,F.（1926）Gymnastische Körperbildung. GYMNASTIK5/6:S.93.  
48）Hilker,F.（1926）Gymnastische Körperbildung. GYMNASTIK5/6:S.93.  
49）Hilker,F.（1926）Gymnastische Körperbildung. GYMNASTIK5/6:S.94. 
50）Hilker,F.（1926）Die Kulturaufgabe der Gymnastik. GYMNASTIK5/6:S.74. 
221 
 
51）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.497. 
52）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.498. 
53）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.499. 
54）ニルス・ブックは、固定的な姿勢を排除し、動作の連続、律動的運動、弾性、柔軟性、
自由のための強度の伸張等を特徴とする体操（Prmitif Gymnastike）を発展させた。 
55）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.499. 
56）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.499. 
57）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.499. 
58）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.500. 
59）Harten,R（1926）Gymanstische Körperbildung. Die Leibesübungen Heft21:S.500. 
60）Deutche Gymnastik-bund e.V. (1926) Mitteilungen des Deutschen. GYMNASTIK2:S.28. 
61）サナトリウムとは、気候が温暖で、空気の澄んだ土地に建てられた、健康回復や健康
増進のための施設のことである。 
62）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.102. 
63）Deutche Gymnastik-bund e.V.(1926) Mitteilungen des Deutschen. GYMNASTIK2:S.29. 
64）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.102. 
65）Seehaus,E.(1926) Die Wyker Zeit Entspannung, Spannung, Erneuerung.  
GYMNASTIK7/8:S.114-115. 
66）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.104. 
67）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.104. 
68）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8: S.104. 
69）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8: S.104. 
70）Hubach,L.(1926)Die Mensendieck-Arbeit in Wyk. GYMNASTIK7/8:S.106-107. 
71）Hubach,L.(1926) Die Mensendieck-Arbeit in Wyk. GYMNASTIK7/8: S.106. 
222 
 
72）Hubach,L. (1926) Die Mensendieck-Arbeit in Wyk. GYMNASTIK7/8:S.105. 
73）Hubach,L.(1926) Die Mensendieck-Arbeit in Wyk. GYMNASTIK7/8:S.107. 
74）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.103-104. 
75）Tschopp,M.(1926) Die Arbeit in der Bodegruppe. GYMNASTIK7/8:S.108. 
76）Tschopp,M.(1926) Die Arbeit in der Bodegruppe. GYMNASTIK7/8:S.108-109. 
77）Tschopp,M.(1926) Die Arbeit in der Bodegruppe. GYMNASTIK7/8:S.108. 
78）Tschopp,M.(1926) Die Arbeit in der Bodegruppe. GYMNASTIK7/8:S.108. 
79）Tschopp,M.(1926) Die Arbeit in der Bodegruppe. GYMNASTIK7/8:S.109. 
80）Schmidts,M.(1926) Die Arbeit in der Labangruppe. GYMNASTIK7/8:S.109. 
81）Schmidts,M.(1926) Die Arbeit in der Labangruppe. GYMNASTIK7/8:S.109. 
82）Schmidts,M.(1926) Die Arbeit in der Labangruppe. GYMNASTIK7/8:S.109. 
83）Schmidts,M.(1926) Die Arbeit in der Labangruppe. GYMNASTIK7/8:S.109. 
84）Ottendorf,G.(1926) Leichtathletik und Spiele im Arbeitsplane des Wyker Lehgangs.  
GYMNASTIK7/8:S.111. 
85）Ottendorf,G.(1926) Leichtathletik und Spiele im Arbeitsplane des Wyker Lehgangs.  
GYMNASTIK7/8:S.111. 
86）Ottendorf,G.(1926) Leichtathletik und Spiele im Arbeitsplane des Wyker Lehgangs.  
GYMNASTIK7/8:S.112. 
87）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr.  
GYMNASTIK7/8:S.104. 
88）Seehaus,E.(1926) Die Wyker Zeit Entspannung, Spannung, Erneuerung.  
GYMNASTIK7/8:S.114. 
89）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.104. 
90）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.104-105. 
91）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8:S.103. 
92）Tschopp,M.(1926) Die Arbeit in der Bodegruppe. GYMNASTIK7/8: S.108. 
223 
 
93）Ottendorf,G.(1926) Leichtathletik und Spiele im Arbeitsplane des Wyker Lehgangs.  
GYMNASTIK7/8:S.112. 
94）Hilker,F. (1926) Aufbau und Verlauf des Gymnastischen Frauenlehrgangs in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK7/8: S.1 05. 
95）Deutche Gymnastik-bund e.V.（1927）Ⅱ.Gymnastischer Frauenlehrgang in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK3/4:S.66. 
96）Ludwig,S.（1927）Erkenntnisse aus meiner Arbeit.GYMNSSTIK7/8:S.108. 
97）Ludwig,S.（1927）Erkenntnisse aus meiner Arbeit.GYMNASTIK7/8:S.108. 
98）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1927）Eine feine Turnstunde. GYMNASTIK7/8:S.110. 
99）Deutche Gymnastik-bund e.V.（1927）Ⅱ.Gymnastischer Frauenlehrgang in Wyk auf Föhr. 
GYMNASTIK3/4:S.66. 
100）Deutche Gymnastik-bund e.V.（1928）Ⅲ.Gymnastischer Frauenlehrgang in Wyk auf Föhr 
vom11.April bis 16.Mai 1928.GYMNASTIK3/4:S.59. 
101）Fischer,L.（1928）Ⅲ.Gymnastischer Frauenlehrgang in Wyk auf  Föhr. 
GYMNASTIK9/10:S.157. 
102）Hilker,F.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes Aus den Ereignissen der Jahre 
1925-1933. GYMNASTIK11/12:S.172. 
103）Fischer,L.（1928）Ⅲ.Gymnastischer Frauenlehrgang in Wyk auf  Föhr. 
GYMNASTIK9/10:S.157. 
104）Fischer,L.（1928）Ⅲ.Gymnastischer Frauenlehrgang in Wyk auf  Föhr. 
GYMNASTIK9/10:S.158. 
105）Fischer,L.（1928）Ⅲ.Gymnastischer Frauenlehrgang in Wyk auf  Föhr. 
GYMNASTIK9/10:S.158. 
106）Deutche Gymnastik-bund e.V.（1931）Tagung und 5.Hauptversammlung des Deutschen 
Gymnastik-Bundes in Münnchen vom 27.Februar bis 1.März.GYMNASTIK3/4:S.24. 
107）Hilker,F.（1931）Die Münchener Gymnastiktagung.GYMNASTIK5/6:S.65. 
108）Hilker,F.（1931）Die Münchener Gymnastiktagung.GYMNASTIK5/6:S.65. 
109）Hilker,F.（1931）Die Münchener Gymnastiktagung.GYMNASTIK5/6:S.65. 
110）Hilker,F.（1931）Die Münchener Gymnastiktagung.GYMNASTIK5/6:S.67. 




113 ） Deutscher Gymnastik-Bund e.V. （ 1931 ） V. Hauptversammlung des Deutschen 
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK5/6:S.89. 
114 ） Deutscher Gymnastik-Bund e.V. （ 1931 ） V. Hauptversammlung des Deutschen 
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK5/6:S.89. 
115）Hilker,F.（1933）Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes. GYMNASTIK11/12:S.175-176. 
116）Edith von Arps-Aubert（2010）Das Arbeitskonzept von Elsa Gindler (1885-1961),Verlag 
Dr.Kovač,Hamburg.p.117. 
117 ） Deutscher Gymnastik-Bund e.V. （ 1931 ） V. Hauptversammlung des Deutschen 
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK5/6:S.89. 
118 ） Deutscher Gymnastik-Bund e.V. （ 1931 ） V. Hauptversammlung des Deutschen 
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK5/6:S.90. 
119）Deutscher Gymnastik-Bund e.V.（1929）Hauptversammlung des Deutschen Gymnastik-Bundes 
am 23. Februar 1929. GYMNASTIK5/6 : S.85. 
120 ） Deutscher Gymnastik-Bund e.V. （ 1931 ） V. Hauptversammlung des Deutschen 
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK5/6:S.89. 
121） Edith von Arps-Aubert（2010）Das Arbeitskonzept von Elsa Gindler (1885-1961),Verlag 
Dr.Kovač,Hamburg.p.107. 
122）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京．p.292. 
123）Hilker,F.（1933）An die Mitglieder und Freunde des Deutschen  
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK7/8:S.101.  
124）Hilker,F.（1933）An die Mitglieder und Freunde des Deutschen  
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK7/8:S.101.  
125）Hilker,F.（1933）An die Mitglieder und Freunde des Deutschen  
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK7/8:S.101-102. 
126）Hilker,F.（1933）An die Mitglieder und Freunde des Deutschen  
Gymnastik-Bundes.GYMNASTIK7/8:S.102-103. 
127）成田十次郎（1975）世界教育史大系 31 体育史．講談社：東京．p.293. 










１．v.Goethe,J,W. (1932) Die pädagogische Provinz. Aus „Wilhelm Meisters Wanderjahren“. 
GYMNASTIK3/4 : S.33-40. 
２．v.Goethe,J,W. (1932) Ausdrucksbildung. Aus „Wilhelm Meisters“. GYMNASTIK7/8 : 
S.97-108. 
３． v.Goethe,J,W. (1932) Die Kenntnis der menschlichen Gestalt. Aus „Wilhelm Meisters 
Wanderjahren“. GYMNASTIK9/10 : S.129-137. 
２）Böhme,F. (1926) Tänzerische Gymnastik. GYMNASTIK1/2:S.11. 
３）Böhme,F. (1926) Die Raumlehre der tänzerischen Bewegung. GYMNASTIK9/10:S.136. 
４）Kallmeyer ,H. (1927) Vom Wesen des Ausdrucks und seiner Beziehung zur Arbeit am Körper des 
Menschen. GYMNASTIK11/12:S.177. 
５）Döpp-Vorwald,H. (1926) Bewegungsarbeit und Menschenbildung. GYMNASTIK3/4:S.43. 
６）Schmidts,M. (1926) Die Arbeit in der Labangruppe Bericht über den Whker Lehrgang. 
GYMNASTIK7/8: S.109. 
７）Langaard,R. (1928) Über Bewegung. GYMNASTIK5/6:p.65. 
８）Diesing,H. (1932) Versuch einer Klärung der inneren Zusammenhänge von Musik und 
körperlicher Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.108. 
９）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8: S.109. 









12）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.109. 
13）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.109. 
14）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.109. 
15）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.110-111. 
16）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.111. 
17）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.111. 
18）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.113. 
19）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.113. 
20）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.113. 
21）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.113. 
22）オルフのシュールヴェルク（Orff-Schulwerk）とは、ギュンター学校で音楽、体操、舞
踊を総合的に習得することをめざして、1931 年に考案された音楽教育法である。 
23）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.113. 
24）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.113-114. 
25）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.114-115. 




28）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.117-118. 
29）Günther,D.(1933) Die Einheit von Musik und Bewegung. GYMNASTIK7/8:S.118-120. 
30）Detuscher Gymnastik-Bund e. V.(1931) Mitteilungen des Deutschen Gymnastikbundes e. V. und 
der ihm angeschlossen Schulen und Bünde. GYMNASTIK11/12: S.190. 
31）Medau,H.(1933) Entstehung der Formen in Bewegung und Musik. GYMNASTIK3/4:S.46. 
32）Medau,H.(1933) Entstehung der Formen in Bewegung und Musik. GYMNASTIK3/4:S.47. 
33）Medau,H.(1933) Entstehung der Formen in Bewegung und Musik. GYMNASTIK3/4:S.48. 
34）Medau,H.(1933) Entstehung der Formen in Bewegung und Musik. GYMNASTIK3/4:S.49-50. 
35）楽曲の途中で調を変えること。例えばト長調からホ短調に調を変えることをいう。 
36）Medau,H.(1933) Entstehung der Formen in Bewegung und Musik. GYMNASTIK3/4:S.50. 



































機関誌『ジムナスティック』（1926 年－1933 年）の寄稿論文目録 
1926 年 
   
月号 著者名 論文タイトル 原  文 頁 
1/2 
 F.Hilker  我々の活動の目的  Vom Sinn unserer Arbeit 1 
 E.G.Dresel  体操の必然性  Die Notwendigkeit der Gymnastik 4 
 H.Medau  教育と授業の基本としてのリズム的体操 
 Rhythmische Gymnastik als Grundlage der 
Erziehung und des Unterrichts 
6 
 von Rohden-Langgaard  動きについて  Über Bewegung 9 
 F.Böhme  ダンス的な体操  Tänzerische Gymnastik 11 
 H.Kallmeyer-simon  健康体操  Heilgymnastik 14 
 J.Lichtenstaedter  社会的な女性労働の枠組みにおける体操課題 










 von Rohden-Langgaard  教育と運動について  Über Erziehung und Bewegung 33 
 F.Hilker  身体教育に関するペスタロッチの見解  Pestalozzis Anschauungen über Körpererziehung 34 
 H.Medau  ボーデの表出体操の基本 
 Die Grundlagen der Ausdrucksgymnastik von 
Dr.Bode 
38 
 H.Doepp-Vorwald  運動訓練と人格形成  Bewegungsarbeit und Menschenbildung 41 





 Aus der Geschichte der ｇymnastischen Bewegung  




 L.Pallat  体操的な身体教育  Gymnastische Körperbilding 65 
 F.Hilker  体操による文化の課題  Die Kulturaufgabe der Gymnastik 69 
 H.Kallmeyer-simon  ジュヌヴィエーブ・ステバンの仕事から  Aus der Arbeit von Geneviève Stebbins 74 




 Die neuen Richtlinien für die körperliche Erziehung 





 F.Hilker  体操的な女子教育課程の構築と経過  
 Aufbau und Verlauf des Gymnastischen 
Frauenlehrgangs in Whk auf Föhr 
101 
 L.Hubach  ヴィークでのメンゼンディークの活動  Die Mensendieck-Arbeit in Whk 105 
 M.Tschopp  ボーデグループでの活動  Die Arbeit in der Bodegruppe 107 




 Leichtsthletik und Spiele im Arbeitsplane des 
Wyker Lehrgangs 
110 
 Gmelin  春の北海での女性体操  Frauengymnastik im Nordseefühling 112 
 E.Seehaus  ヴィークでの時間  Die Whker Zeit 113 
 H.Medau 
 ボーデの表出体操におけるヴァルネミュンデでの        
教育学的講習会の課題 
 Die Aufgabe des Warnemünder Pädagogischen 
Lehrgangs in der Ausdrucksgymnastik Dr.Bode 
116 








 F.Böhme  ダンス的な動きの空間訓練  Die Raumlehre der tänzerischen Bewegung  134 
 R.Loeszer  ヴルツブルグのラバン振付養成所  Das "Choreographische Institut Laban" in Würzburg 142 
 F.Böhme  合唱舞踊からⅠ  Von den Bewegungschören 145 
 M.Gleissner  合唱舞踊からⅡ  Von den Bewegungschören 149 
 H.Döpp-Vorwald  ラバンの活動における教育的観点  Pädagogische Perspektiven der Laban-Arbeit 151 
 K.Naue  合唱的な体験  Chorisches Erlebnis 153 
 F.Böhme  ダンスの文献  Tanzliteratur 154 
11/12 
 H.Ottendorff   古典と現代的な身体文化  Antike und moderne Körperkultur 166 
 E.G.Dresel  体操の衛生的な意義  Die hygienische Bedeutung der Gymnastik 172 
 H.Senff  身体教育と音楽  Körpererziehung und Musik 181 
 H.Kallmeyer-simon  身体教育と表現形式  Körpererziehung und Ausdrucksgestaltung 185 
 
 
     




   
月号 著者名 論文タイトル 原  文 頁 
1/2 
 H.Pestalozzi  自然と芸術  Natur und Kunst 1 
 H.Pestalozzi  身体教育について  Über Körperbildung  3 
 E.Klinge  身体教育の問題  Fragen der Körperschule 16 
 R.Bode  システムか身体トレーニングか？  System oder Körperschule? 25 
3/4 
 H.v.Berlepsch-Valendas  反動  Gegenbewegung 41 
 F.Klatt  我々の時代の身体的危機  Die Körperliche Not unserer Zeit 46 
 D.Güｎther  教育学的要素としての体操  Gymnastik als pädagogischer Faktor 53 
 K.Sackur  子供と一緒に行うメンゼンディーク体操  Mensendieck-Gymnastik mit Kindern 60 
5/6  F.Hilker u. L.Schreyer  芸術と教育についての概念  Gedanken über Kunst und Erziehung 73 
7/8 
 H.H.Sesemann  身体教育と学校  Körpererziehung und Schule 105 
 S.Ludwig 
 ヴィークでの第 2 回女性の体操講習期間中に 
行われた私の活動からの洞察 
 Erkenntnisse aus meiner Arbeit während des 2. 
Gymnastischen Frauenlehrgangs in Whk 
108 
 E.Wittkower  小児の身体的教育について  Über die körperliche Erziehung des Kleinkindes 110 
 M.Schmidts  身体形成と概観  Körperbildung und Gesamtbildung 111 




 Zur Frage der Neuordung der Ausbildung der 
Turn-und Sportlehrer und -lehrerinnen in Preußen 
117 
9/10  
 H.v.Kleist  マリオネット劇場について  Über das Marionettentheater 137 
 M.Uhlig  3 歳までの子供の運動発展 
 Die Entwicklung der kindlichen Bewegung bis in 
das dritte Lebensjahr 
143 
 M.Bergemann-Koenitzer  立体的構成と体操  Plastisches Gestalten und Gymnastik 153 
 H.Döpp-Vorwald  体操と学校  Gymnastik und Schule 159 
11/12 
 F.Hilker  体操運動の歴史から  Aus der Geschichte der gymnastishen Bewegung 167 
 H.Kallmeyer-Simon u. 
F.Lauterbach 
 表現の本質と人間の身体活動の関連性から 
 Vom Wesen des Ausdrucks und seiner Beziehung 






   
月号 著者名 論文タイトル 原  文 頁 
1/2 
 F.Hilker  1928 年における体操の課題  Gymnastischen Aufgabe im Jahre 1928 1 




 Notwendigkeit der sozial-gymnastischen und               
körperpflegerischen Tätigkeit an Kinderheimen 
9 
 M.Juengling  保育所の中での体操  Gymnastik im Kleinkinderheim 12 
 L.Jahn  フリーデン保育園における虚弱体質児との活動 
 Arbeit mit Rückenschwächlingen im Kinderheim 
Flieden 
13 
 I.Müller  ゲルスフェルドでの体操と空気浴の時間  Gymnastik-Luftbadestunden in Gersfeld 14 
 E.Meiners  ケルンでの社会的な体操  Soziale Gymnastik in Köln 16 
 C.Rediker  ハノーファーにおける女子刑務所での体操授業 
 Gymnastikunterricht im Frauengefängnis in 
Hannover 
17 
 S.Rühl  精神病の子供との体操  Gymnastik mit psychopatischen Kindern 18 
3/4 
 L.Schreyer  運動する人  Der bewegte Mensch 33 
 E.Klatt  福祉施設での身体教育  Körpererziehung in den Fürsorgeanstalten 50 
5/6 
 von Rohden-Langgaard  動きについて  Über Bewegung 65 
 von Rohden-Langgaard  ベルリンを取り巻く体操に関して  Über Gymnastik zu umstehenden Bilden 67 
 M.Deinhardt  ノヴァーリスの断章から  Aus den Fragmenten des Novalis 71 
 M.Deinhardt  1838 年から体操に関するいくつか  Etwas über Gymnastik aus dem Jahre 1838 76 
 I.Rost  １通の手紙  Ein Brief 79 
7/8 
 M.Uhlig  自然法則にかなった基礎をベースにした水泳授業  Schwimmunterricht auf natürlicher Grundlage 97 




 Die zweite Akademie der Deutschen Schule für 





 Gymnastische Arbeit im Zusammenhang mit 






9/10   F.Hilker  アメリカ合衆国における健康育成と身体教育 




 O.Frey  体操と社会的活動  Gymnastik und soziale Arbeit 161 
 F.Klatt  小学校における身体教育  Körpererziehung in der Grundschule 164 







   
月号 著者名 論文タイトル 原  文 頁 
1/2 
 F.W.N.Froebel  教育の原理  Grundlagen der Erziehung 1 
 F.Hilker  体操の重大問題  Lebensfragen der Gymnastik 10 
 E.Klatt  体操における生物学的な手掛かり  Der biologische Ansatzpunkt der Gymnastik 20 
 E.Blume  我々はどのように女性界の脅迫的な退廃に抵抗するか 
 Wie wirken wir der drohenden Degeneration der 
Frauenwelt entgegen 
22 
3/4  W.Flörｃke  ルドヴィッヒ・クラーゲスの哲学における表出の意味 




 L.Langgaard  体操における現在の状況  Die gegenwärtige Lage der Gymnastik 65 
 G.Bäumer  体操の社会的な意義  Die soziale Bedeutung der Gymnastik 79 
7/8 
 D.Menzler  構成された動き  Gestaltete Bewegung 97 
 F.Spies  音楽的聴力に向けた教育  Erziehung zum musikalischen Hören 99 
 F.Schimmer  ヴストロウにおけるドラ・メンツラー学校の夏季活動  Die Sommerarbeit der Dora Menzler-Schule in Wustrow 102 
 A.Thiele  女性と体操  Die Frau und die Gymnastik 106 
 O.Frey  女性体操教員について  Über die Gymnastiklehrerin 110 




 M.Tepp  独自的なリズムでの体操  Gymnastik im ureigenen Rhythmus 129 
 L.Jürries  ゾーリングにおける州立学校での小学校の体操授業 
 Der Gymnastik Unterricht in der Grundschule des 
Landschulheims am Solling 
138 
 S.Roellenbleck  モンテッソリーシステムと体操  Montessorisystem und Gymnastik 141 
 H.Grun  体操と発声訓練  Gymnastik und Stimmbildung 147 
 F.Hilker  学校と特殊学校における身体教育に向けた原則 




 J.Fußhöller  エッセン市民大学における私の体操的な活動 
 Meine gymnastische Arbeit in der Essener 
Volkshochschule 
161 






   
月号 著者名 論文タイトル 原  文 頁 
1/2 
 E.Hengstenberg  子供たちとの体操  Gymnastik mit Kindern 1 
 I.Rost  幼稚園教員と保護者の研修セミナーと体操 








 Natürliche Einführung ins rhythmische Spiel des 
Oberkörpers während eines Schneeschuhschwunges 
44 
 H.Diesing  リズムとは何か  Was ist Rhythmus? 50 
 v.Rohden-Langgaard  杖とボールでの体操  Gymnastik mit Stab und Kugel 56 
5/6 
 F.Hilker  ミュンヘンでの体操会議  Die Münchener Gymnastiktagung 66 
 G.Fuchs  体操の教育価値  Bildungswerte der Gymnastik 69 
 H.Diesing  リズムとは何か  Was ist Rhythmus? 72 




 F.Hilker  市民の教育  Staatsbürgerliche Erziehung 97 
 K.Sackur  コース授業料の画一的な規定のための方針 
 Richtlinien für eine einheitliche Regelung der 
Kursgebühren 
105 
 St.Schattmann  体操行為の心理学に向けて  Zur Psychologie der Gymnastiktreibenden 110 
 G.Hering  体操における音楽の種々の意義から 




 E.Hengstenberg  私の子供たちの授業からの経験  Erfahrungen aus meinem Kinderunterricht 129 
 S.Utz  我々は体操授業の中でいつ音楽を生み出すか 
 Wann sollen wir im Gymnastik-Unterricht Musik 
machen ? 
143 
 R.Pallat  体操とトゥルネンはどのような関係なのか  Wie verhält sich die Gymnastik zum Turnen ? 150 





   
月号 著者名 論文タイトル 原  文 頁 
1/2 
 F.Hilker  ボール遊戯とボール体操  Ballspiel und Ballgymnastik 1 
 M.Uhlig  子供的な表出  Kindliche Äußerungen 9 
 M.Tepp  身体の言語と全体性  Sprache und Totalität des Körpers 20 
3/4 
 J.W.v.Goethe 
 教育的な領域  
「ヴィルヘルム・マイスターの修業時代」から 






 Als Gymnastik-Wanderlehrerin im Evangelischen 
Reichsverband der weiblichen Jugend 
40 
 K.Emmerling  手ごろな体操施設  Ein erschwingliches Gymnastikheim 44 
5/6 
 F.Hilker  新しい教育の創立者  Der Begründer der neuen Erziehung 65 




 Erfahrungen bei der Erziehung 






 表現形式  
「ヴィルヘルム・マイスターの修業時代」から 
 Ausdrucksbildung. Aus "Wilhelm Meisters 
Wanderjahren" 
97 
 H.Diesing  音楽と身体運動の内面的な関連性の解明 
 Versuch einer Klärung der inneren Zusammenhänge 




 人間的な形態の知識  
「ヴィルヘルム・マイスターの修業時代」から 
 Die Kenntnis der menschlichen Gestalt. Aus 





 Bemerkungen zum Begrff "Gymnastik" und seine 
Beziehung zu einigen ausgewählten Begriffen der 
Physiologie 
138 
 H.Labus  身体文化と医学の相互関係について 




 3 月号で掲載された「手ごろな操施設」に関する 
考察 
 Betrachtungen zu dem im Doppelheft 3/4 gebrachten 
Artikel über "Ein erschwingliches Gymnastikheim" 
149 
11/12 
 v.Rohden-Langgaard  体操の基本要素としての空間経験  Raumerlebnis als Grundelement der Gymnastik 162 
 v.Rohden-Langgaard  純粋な運動の分野としての体操  Gymnastik, das Gebiet der reinen Bewegung 168 
 v.Rohden-Langgaard  体操とオイリトミー  Gymnastik und Eurhythmie 171 
 E.M.Deinhardt  訓練方法としての幾何学  Geometrie als Schulungsweg 173 






   
月号 著者名 論文タイトル 原  文 頁 
1/2 
 Platon  物事の内面的な本質から  Vom inneren Wesen der Dinge 1 













 Musikerziehung im Rahmen der Gesamtarbeit der 
Dora Menzler-Schule 
12 
 H.Huber  ダンス的な体操  Tänzerische Gymnastik 15 
 Malmberg-Funke  地方のユーゲントとの活動  Arbeit mit Dorfjugend 20 
3/4 
 H.Medau  私の活動方法  Meine Arbeitsweise 34 
 H.Thommen  メダウのボール体操  Ballgymnastik Medau 43 
 H.Medau  運動と音楽における表現形式の成立  Entstehung der Formen in Bewegung und Musik 45 
 A.Hütz  運動伴奏の導入と過程 




 「動きと音楽」のテーマに向けた寄稿  
動きの源と歌の源 
 Urbewegung und Urlied. Ein Beitrag zur Frage 
"Bewegung und Musik" 
57 
5/6 
 F.Hilker  体操とユーゲント教育  Gymnastik und Jugenderziehung 69 
 G.Bäumer  自発的な労働奉仕における体操の課題 
 Die Aufgabe der Gymnastik im freiwilligen 
Arbeitsdienst 
71 
 F.Hilker  ユーゲントの身体的な鍛錬と体操 




 F.Hilker  ドイツ体操連合の会員と後援者へ 
 An die Mitglieder und Freuende des Deutschen 
Gymnastik-Bundes 
101 
 D.Günther  新しいドイツ文化構築での体操とダンスの地位 
 Die Stellung von Gymnastik und Tanz im neuen 
Deutschen Kulturaufbau 
104 




 Ergänzung der körperbildenden Werte in 
gymnastischer und sportlicher Erziehung 
121 
9/10 
 M.Scnmidts  体操的な活動の 20 年  Zwanzig Jahre gymnastischer Arbeit 133 
 M.Weinert  事務作業と体操  Büroarbeit und Gymnastik 135 
 Kellermann.Geude und 
Klueber 
 エッセンの体操学校マーガレーテ・シュミッツの 
市民大学コースでの 8 年 
 Acht Jahre Teilnahme an den Volkshochschulkursen 










 Freizeit, Feste und Ferien der Volkshochschulkurse 
der Gymnastikschule Margarete Schmidts, Essen 
139 
 K.Burg  女性従業員のための体操  Gymnastik für die weiblichen Angestellten 142 
 H.Gerlach  社会福祉活動と体操  Sozialarbeit und Gymnastik 143 
 N.Acherfeld  幼稚園での幼児たちの身体修練  Körperschulung des Kleinkindes im Kindergarten 144 
 H.Thaden  盲目者との体操  Gymnastik mit Blinden 148 
 G.Breuer  閉鎖された女性の労働奉仕における 20 週間 




 F.Hilker  ドイツ体操連合の編年史 
 Chronik des Deutschen Gymnastik-Bundes. Aus den 
Ereignissen der Jahre 1925-1933 
165 
 E.Röhr  体操概念の形成に向けて  Zur Bildung des Begriffes Gymnastik 178 
 C.Fornari  イタリアでの体操  Gymnastik in Italien 186 
 
 
